
ヤ
マ

八
七
九

古
口
太
夫
脱
水
の
附
安
氷
七
年
知
行
を
抱
放
さ
れ
た。

一
一
文
は
長
時
。
前
川
利
治
に
引
へ
て
株
百
一
一
十
行
を
製

一
に
仕
へ
る
。

ヤ
マ
モ
ト
セ
イ
ベ
エ
山
本
清
兵
衛
前
町
利
家
一
ぎ
、
詳
踊
院
附
と
な
白
、
次
い
で
代
官
に
斡
じ
、
江
一

ヤ
マ
モ
ト
モ
ト
オ
キ
山
本
基
興

活
稽
源
太
。

に
仕
へ
て
四
十
石
を
鎖
し
た
。
子
諒
掃
に
川
製
す
る
。
一
永
十
六
年
淡
路
守
利
次
に
沼
山
に
殺
し
た
。
一
世
〈
は
基
席
。
苧
保
元
年
新
設
組
御
歩
と
な
り
、
十
年

ヤ
マ
モ
ト
テ
ン
コ
ウ
山
本
天
行

向
は
線
、
蹴
一

ヤ
マ
モ
ト
ヒ
コ
エ
モ
ン
山
本
彦
右
衛
門

江
戸
一
一
文
の
残
後
二
百
石
を
製
品
相
し
て
組
外
に
列
L
、

t
聞

は
石
町
。
額
信
之
-誌
の
=
一
子
で
、
山
本
抱
巾
の
後
を
一
の
問
λ
。
組
先
彦
右
衛
門
は
賂
艇
に
在
っ
て
、
天
文

一年
品川
六
践
を
以
て
夜
し
た。

法
け
、
京
仰
に
准
び
、刀
圭
の
術
を
ね
附
氏
に
党
け
二

十

一
日
叩
初
め
て
前
川
利
弘
の
指
物
製
造
の
命
を
栄
一

ヤ
マ
モ
ト
モ
ト
ツ
ネ
山
本
基
廊

遇
税
源
太
郎
・

天
保
十
三
年
前
川
尖
作
守
学
本
の
凶
と
な
り、

元
治

一
け
、子
彦
右
衛
門
は
利
家
に
従
う
て
加
引
に
来
。
、同

一
源
右
衛
門
。
初
蹄
は
惟
明
、
後
持
明
院
議
時
に
就
い

元
年
務
侠
に
侍
し
て
験
刊
行
を
泣
け
た
。

明
治
二
年

一
じ
御
用
を
勤
め
た
が
、
そ
の
子
孫
に
京
っ
て
江
戸
に
一
て
笹
訟
を
得
る
に
及
び
、
悲
郎
と
改
め
た
。
宰
は
子

三
対
九
日
六
十
二

併

を

以

て

奴

。

一

位

す

る

に

討

っ

た

。

一

述

、
脱
を
勉
弁
庖
・
醤
抑
蛍
・
続
飯
蛸

X
は
防
知
将

ヤ
マ
モ
ト
ト
シ
ナ
ホ
山
本
俊
向

泊
制
耐
久
左
衛

一

ヤ
マ
モ
ト
ヒ
コ
シ
ロ
ウ
山
本
彦
四
郎

正
徳
・平

一
翁
と
呼
ん
だ
。
初
め
延
貸
五
年
三
且
附
問
綱
紀
の
歩

門
。
大
坂
再
役
に
川
口
で
積
功
が
あ
白
、
総
千
二
百

一
保
の
頃
大
坂
の
人
三
他
市
兵
衛
は

mmuに
長
じ
、
自

一
士山
に
召
出
さ
れ
て
宙
物
役
を
命
ぜ
ら
れ
、
元
政
七
年

お
に
京
。
、
そ
の
峨
は
御
佼
按
御
跳
問
中
行
銑
組
外

一
ら
一
ニ
他
怖
と
都
し
た
。
市
兵
衛

mに
よ
ふり
て
金
制
押
に

一
矢
瀬
兵
衛
長
時
の
越
知
百
石
を
製
ぎ
、
組
外
に
緬
せ

紋
前

・
宗
門
潜
行
等
に
料
じ
た
。
家
系
は
外
孫
hm
左

一
来
り
、
彦
四
郎
が
岱
問
中
に
法
務

1
る
を
見
、
そ
の
奥

一
ら
れ
、
後
正
徳
三
年
加
恩
共
に
二
百
石
を
衡
し、

日干

衛
門
そ
の
後
を
受
付
、
肺
々
滞
に
仕
へ
る
。
一
山
肢
を
之
に
鮮
へ
た
。
紋
に
彦
四
郎
は
金
制
伴に
於
け
る

一
保
十
年
七
且
十
五
日
六
十
九
践
を
以
て
夜
し
た
。
基

ヤ
マ
モ
ト
ト
モ
モ
リ
山
本
友
守

泊
料
県
三
太

一
一
一
一
地
流
お
法
の
初
併
で
、
真
に
之
を
前
期
間
、
氷
邸
林

一
郎即日
・在
室
鳩
単
に
焚
け
、
鉢
散
を
好
み
、
そ
の
臨
池

郎
・左
次
町
内
・
九
郎
太
夫
-
V
〈
九
郎
。
貸
料
十
年
父
紙

一
に
併
へ
た
。

一
の
鼓
は
滞
故
以
来
の
第
一
人
者
と
腕
せ
ら
れ
た
。
徹

太
夫
の
也
知
二
四
百
を
栄
け
、
イ
三
年
法
小
将
、
安

一

ヤ
マ
モ
ト
ホ
ウ
チ
ユ
ウ
山
本
抱
中

前
は
丹
、
一

妙
公
治
都

一
名
微
妙
公
夜
話
の
詰
が
あ
る
。

永
七
年
金
谷
表
小
時
総
日
を
純
、
九
年
刊
石
を
加

へ一

容
は
此
巾
、
文
支
腐
と
慨
し
た。

山川
年
京
師
に
討
き

一

ヤ
マ
モ
ト
モ
リ
ヨ
シ
山
本
守
令

遇
税
制
叫
太
郎
・

て
表
小
情
話
聞
と
な
り
、
天
川
三
年
物
洲
市
川
に
泊
み
、
一
出
口
待
問
挺
に
古
附
出
方
を

m，ひ
、
V
A
紀
伊
の
開
中
附
背
洲

一
左
次
府
・中
務
。
天
明
五
年
幼
少
で
父

χ
九
州
出
友
守

四
年
間
目
し
た
。

一
に
外
科
を
制
口
ひ
、
関
投
附
よ
り
束
江
戸
に
往
来
し
、

一
の
株
三
の

一
を
裂
ぎ
、
八
年
木
知
に
復
L
、
級
外
に

ヤ
マ
モ
ト
ナ
ガ
シ
ゲ
山
本
長
室
泊
桝
午
之
助
一
郎
っ
て
換
を
聞
き
、
問
答
愉
M
K
M
m
中
-
討
し
た
。
老
後
一
列
L
、後
御
馬
廻
に
純
じ
、句
也
相
同
種
・談
小
将
・大
小

撤
兵
衛
。
久
助
長
時
の
二
子
。
前
川
刺
日
に
引
へ
て

一
川
剛
山
由
を
前
み
字
党
県
び
、
町
劫
永
五
年
四
月
H
三
日
一
将
抗
円
よ
り
衣
第
に
昇
治
し
て
、
文
政
元
年
御
歩
一則

明
叫
間
三
年
百
石
を
山
間
は
り
、
組
外
に
班
し
て
「
紅
白
山

一
昨
七
十
を
以
て

残

し

た

。

一

に

任

じ

、
二
年
三
且
遮
闘
を
命
ぜ
ら
れ
、
七
年
二
且

般
に
在
っ
た
が
、
後
病
の
協
に
之
を
僻
L
、
元
雌
六

一

ヤ
マ
モ
ト
マ
ゴ
サ
プ
ロ
ウ
山
本
孫
三
郎

』
コ
一
御
苑
、
直
に
御
服
組
問
と
な
旬
、
九
年
六
且

X
泌
服
、

年
引
出
し
た
。
そ
の
子
は
法
師
で
あ
る
。

一
y
ド
ウ
チ
ユ
ウ
ノ
ジ
ヨ
ウ
近
間即
応
之
説
。

一
次
い
で
御
免
、
一大保
九
年
夜
し
た
。

ヤ
マ
モ
ト
ナ
ガ
ト
キ
山
本
長
時

泊
料
久
助
。

一

ヤ
マ
モ
ト
マ
サ
h
F
ケ
山
本
政
武

辺
濡
求
馬
・定一

ヤ
マ
モ
ト
ヤ
ヱ
モ
ン
山
本
摘
右
衛
門
大
型一寺

初
め
越
前
附
巾
に
於
い
て
佐
々
成
政
に
牝
へ
、
天
正

一
右
衛
門
。
前
凶
苦
絡
の
側
安
心
鏡
院
の
酬
明
で
、
延
苧

一一
掃
士
。

初
名
古
小
馬
。
品
開
七
百
石
、
組
印
刷
を
勤
め
た
。

十
二
年
前
川
利
家
に
仕
へ
て
、
総
刊
二
十
石
を
防
は

一
二
年
正
月
新
拾
に
召
出
さ
れ
、
四
年
新
知
育
石
を
得
一
初
め
加
賀
静
に
仕
へ

、
大
坂
南
役
に
出
陣
し
た
。
そ

り
、
馬
廻
組
の
士
と
な
り
、
利
長
・利
市
に
M
m
仕
L
二
て
組
外
に
列
し
た。

子
伊
右
衛
門
の
附
天
明
二
年
出

一
の
姿
は
前
田
慶
次
の
女
お
花
の
方
で
あ
っ
た
。

純
治

元
利
七
年
三

H
十
九
日
閉山
し
た
。
長
男
五
兵
衛
長
官

一
狩

し

て

断

紛

し

た

。

一

ご

年

七
十

一
段
授
。

後
を
m
出
ぎ
、
見
永
十
六
年
前
川
利
次
に
従
う
て
白
山

一

ヤ
マ
モ
ト
7
h
F
シ
ロ
ウ
山
本
又
四
郎

m
m
次
の

一

ヤ
マ
モ
ト
ヨ
コ
ウ
山
本
興
血
(
加
賀
田
川
の
老
自

に
従
旬
、衣
男
被
兵
衛
長
重
は
前
川
刺
拡
に
仕
へ
た
。

一
子
o
m嵐
長
十
三
年
前

m利
誌
に
仕
へ
、
二
百
石
を
領
一
村
井
氏
の
箇
師
で
、
関
は
英
知
。

文
化
十
四
年
六
十

ヤ
マ
モ
ト
ナ
ガ
ヨ
シ
山
本
長
吉

泊
純
一
丸
兵
衛
。

一
L
、
延
貸
元
年
入
十
三
以
で
夜
。

子
孫
刷
柵
嗣
い
で
掛
川
一
五
訟
を
以
て
夜
し
た
。
俄
技
と
し
て
繁
俄
の
抹
茶
々

ヤ
マ
モ
リ
ナ
リ
ア
キ
ラ
山
森
作
明

泊
総
指
之

助
・九
兵
衛
。
天
明
二
年
計
九
新
左
術
門
の
也
知
両
石

を
間
関
ぎ
、
定
格
御
府
組
に
班
し、

文
化
百
年
定
験
地

時中行
、
文
政
元
年

一
一
，
丸
御
限
式
御
用
建
に
任
じ
、

同
年
加
明
五
十
石
を
受
け
、
イ
二
年
間
以
蹴
院
附
御
川

ヤ
マ
モ
リ
イ
オ
リ
山
森
伊
織
元
稲
元
年
侶
鋭

荒
子
に
於
い
て
州
国
利
家
に
仕

へ
、
後
八
百
五
」
l
石

を
筒
L
、
元
利
三
年
限
目
し
て
伊
胞
と
い
ひ
、
到
永

八
年
授
。
子
町
田
制
綴
い
で
滞
に
仕
へ
る
。

ヤ
マ
モ
リ
キ
チ
ベ
エ
山
森
吉
兵
衛

初
め
伊
左

衛
門
。
大
仮
後
役
に
町
口
で
椅
功
が
あ
り
、
元
利
三

年
父
伊
総
の
鰍
八
刊
訂
十
石
を
州
問
ぎ
、
御
飢
喬
・御

待
問
聞
か
ら
、
見
永
二
十
年
御
瓜
廻
問
、
流
文
一一ん年

御
飯
郡
中
行
に
任
じ
、
総
二
千
沢
山
況
十
行
に
泌
み
、

コ一
年
間
悶
し
た
。

ヤ
マ
モ
リ
ス
ケ
ノ
ジ
ヨ
ウ
山
森
助
丞

初
め
て

附
加
利
日
に
竹
へ
て
二
円
山
市
」l
行
を
制
し
た
。
子
孫

滞
に
間
開
眼
す
る
。

ヤ
マ
モ
リ
デ
ン
ベ
Z

山
森
偲
兵
衛
初
め
て
前

m刺
長
に
仕
へ
て
四
行
使
そ
制
し
た
。

子
山
間
滞
に

m

m
留
す
る
。

腕
を
製
し
、
泡
品
も
あ
っ
た
。
こ
の
胤
(
興
に
子
な
〈
、

前
凹
土
佐
守
の
皆
師
石
浦
粧
陀
の
弟
宗
慣
を
養
う
て

家
を
裂
が
し
め
、
後
に
亦
興
興
と
桝
し
た
が
、
殴
術
・

製
附
加
に
府
劣
、
文
政
十
二
年
世
間
叫
自
殺
し
た。

ヤ
?
モ
ト
リ
ヨ
ウ
キ
チ
山
本官同士同

部
は
信
。

も
と
川
北
氏
、
長
氏
の剛
山川問
中
の
三
子
で
、
安
政
四

年
滞
殴
山
本
天
行
の
滋
子
と
な
旬
、
刀
圭
を
怨
ん
で

筋
科
を
普
く
し
た
。
明
治
三
J
t
二
年
六
且
什
沼
日
六

十
七
獄
中
一
以
て
閉
山
し
た
。

ヤ
マ
モ
リ
山
森

川
ド
モ
河
出
制
河
村
郷
の
採

〈
部
前
名
〉
は
、
明
治
巾
に
京
'り
山
森
と
改
め
ら
れ

た。


